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舞
鶴
市
は
、
山
や
海
な
ど
美

し
い
自
然
の
ほ
か
、
日
本
の
伝

統
や
文
化
な
ど
が
市
民
の
人
た

ち
の
努
力
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
民
の
人
た
ち
が

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
愛
し
て
い

る
と
こ
ろ
や
心
が
と
て
も
温
か

い
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。

　

両
市
は
ど
ち
ら
も
港
を
有
す

る
と
て
も
よ
く
似
た
ま
ち
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
友
好
的
な
交
流
を

継
続
し
な
が
ら
両
市
が
発
展
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
は

港
を
活
用
し
た
経
済
的
な
交
流

が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

港
を
生
か
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を

　

ナ
ホ
ト
カ
市
代
表
団（
団
長
＝

オ
レ
グ
・
コ
リ
ャ
デ
ィ
ン
・
ナ

ホ
ト
カ
市
長
、
７
人
）
が
６
月

20
日
～
23
日
、
舞
鶴
市
に
来
訪
。

一
行
は
、
20
日
に
多
々
見
市
長

を
は
じ
め
、
舞
鶴
市
議
会
、
舞

鶴
商
工
会
議
所
を
表
敬
。
21
日

に
は
、
自
然
文
化
園
に
お
い
て

ユ
ズ
リ
ハ
の
記
念
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
の
ホ
テ
ル
に

お
い
て
記
念
式
典
、
祝
賀
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
記
念
式
典

に
は
、
約
１
０
０
人
の
関
係
者

が
出
席
し
、多
々
見
市
長
が
「
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
両
市
の
強

固
な
友
好
関
係
を
、
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
大
き

な
責
務
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

コ
リ
ャ
デ
ィ
ン
・
ナ
ホ
ト
カ
市

長
は
「
両
市
は
ス
ポ
ー
ツ
を
は

じ
め
、
文
化
、
教
育
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
交
流
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
両
市
間

姉妹都市提携の経緯

　

舞
鶴
市
・
ナ
ホ
ト
カ
市
姉
妹
都
市
提
携
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
商
業
課
（
☎

66
・
１
０
２
４
）
へ
。

位置図

　

ナ
ホ
ト
カ
市
と
の
試
合
は
、

フ
ル
セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ
る
接

戦
で
し
た
が
、
勝
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ナ
ホ
ト
カ
市
の
チ

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
共
通
語
で
一
つ
に

▲波多野将秀さん（今田）

海
外
で
の
経
験　

将
来
に
役
立
て
て

　

８
月
21
日
～
25
日
、
ナ
ホ
ト

カ
市
を
訪
問
す
る
舞
鶴
市
少
年

野
球
団
が
、
６
月
26
日
、
西
運

少
年
野
球
団
が
初
練
習

　

舞
鶴
市
と
ナ
ホ
ト
カ
市
（
ロ
シ
ア
）
が
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
、
今
年
の
６
月
21
日
で
50

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
６
月
20
日
～
23
日
、
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を
記
念
し
て
ナ
ホ
ト
カ

市
代
表
団
が
来
訪
。
今
号
で
は
、
記
念
行
事
の
様
子
や
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ

て
ナ
ホ
ト
カ
市
と
の
友
情
を
育
ん
で
き
た
人
た
ち
の
思
い
、
50
年
間
の
交
流
の
歴
史
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

で
の
実
り
あ
る
交
流
の
更
な
る

発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
両

市
の
変
わ
ら
な
い
友
情
と
今
後

の
交
流
促
進
を
固
く
誓
い
合
う

「
共
同
宣
言
」
に
両
市
長
が
署
名

し
ま
し
た
。
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
ロ
シ
ア
出
身
の
ピ
ア

ノ
奏
者
・
ユ
ル
カ
ー
ノ
ヴ
ァ
・

ナ
タ
ー
リ
ア
さ
ん
や
海
上
自
衛

隊
舞
鶴
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
で

歓
迎
し
た
ほ
か
、
記
念
品
の
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
夜
、
商
工
観
光

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
市
民
交
流

会
も
開
催
さ
れ
、
野
球
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
の

　

姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を

記
念
し
て
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

▪
舞
鶴
市
少
年
野
球
団
の
訪

問
…
８
月
21
日
（
日
）
～
25

日
（
木
）

▪
舞
鶴
市
代
表
団
の
訪
問
…

10
月
９
日
（
日
）
～
15
日
（
土
）

▪
ナ
ホ
ト
カ
市
文
化
交
流
団

の
来
訪
…
10
月
30
日
（
日
）

～
11
月
６
日
（
日
）

今
後
の
予
定

　

ナ
ホ
ト
カ
市
を
訪
問
し
た
子

供
た
ち
は
、
初
め
て
の
海
外
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
は
じ
め
は

緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た

が
、
試
合
で
は
元
気
に
伸
び
伸

び
と
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。
交
流
戦
の
結
果
は
２
試
合

と
も
舞
鶴
少
年
野
球
団
が
大
勝

し
ま
し
た
が
、
ボ
ー
ル
を
追
う

目
の
輝
き
は
み
ん
な
同
じ
で
し

た
。
試
合
の
後
は
す
っ
か
り
仲

良
く
な
っ
た
様
子
で
、
言
葉
の

壁
は
あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
共
通
語
が
あ
れ
ば
一
つ
に
な

れ
る
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

▪
場
所　

ロ
シ
ア
沿
海
地
方

の
南
東
部
（
東
経
１
３
３
度
、

北
緯
43
度
）。
舞
鶴
市
か
ら
の

距
離
は
約
７
３
２
㌔
㍍
。

▪
面
積　

約
３
６
０
平
方
㌔

㍍▪
人
口　

約
17
万
人
（
平
成

22
年
現
在
）

▪
概
況　

舞
鶴
市
と
同
様
に

天
然
の
良
港
を
有
す
る
国
際

港
湾
都
市
。
市
政
の
施
行
は

１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）

５
月
18
日
。
年
間
平
均
気
温

は
４
度
。
年
間
平
均
降
水
量
は

７
４
０
㍉
。
日
本
と
の
時
差
は

１
時
間
（
夏
時
間
は
２
時
間
）。

▪
主
な
産
業　

海
上
輸
送
業
、

漁
業
、
石
油
製
品
卸
売
業
、
建

設
業
。
港
湾
機
能
の
強
化
に
向

け
て
、１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）

に
ナ
ホ
ト
カ
市
の
東
部
に
ボ
ス

ト
チ
ヌ
イ
港
の
建
設
を
着
工
し
、

１
９
７
３
年
（
昭
和
48
年
）
に

木
材
専
用
ふ
頭
が
、
１
９
７
６
年

（
昭
和
51
年
）
に
は
コ
ン
テ
ナ
専

用
ふ
頭
が
完
成
。
１
９
９
０
年

（
平
成
２
年
）
に
自
由
経
済
区
と

し
て
指
定
を
受
け
、
現
在
で
は

ロ
シ
ア
最
大
の
港
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

▪
姉
妹
都
市
（
日
本
の
み
）　

舞

鶴
市
、
小
樽
市
、
敦
賀
市

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▶
ナ
ホ
ト
カ
市
代
表
団
員
で
市
長
秘

書
の
イ
リ
ー
ナ
・
シ
ェ
ル
ビ
ナ
さ
ん

交
流
の
思
い
出
や
、
子
供
た
ち

に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
に
は
、
関
西
電
力
㈱
舞

鶴
発
電
所
、
京
都
舞
鶴
港
、
ケ

ン
コ
ー
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
㈱
西
日
本

工
場
を
見
学
。
23
日
に
は
、
五

老
ヶ
岳
公
園
に
あ
る
ナ
ホ
ト
カ

友
好
の
碑
を
見
学
し
た
後
、
次

の
目
的
地
で
あ
る
京
都
市
に
向

け
て
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

積
み
重
ね
た
50
年
の
歩
み

【
昭
和
36
年
】
舞
鶴
市
・
ナ
ホ
ト

カ
市
姉
妹
都
市
提
携
が
実
現

【
昭
和
39
年
】
❖
舞
鶴
市
親
善
使

節
団
訪
問
、
翌
年
ナ
ホ
ト
カ
市

親
善
使
節
団
来
訪
❖
第
１
回
舞

鶴
・
ナ
ホ
ト
カ
姉
妹
都
市
通
信

体
育
大
会
を
開
催
。
以
後
毎
年

開
催

【
昭
和
41
年
】
舞
鶴
市
婦
人
使
節

団
訪
問
、
翌
年
ナ
ホ
ト
カ
市
婦

人
使
節
団
来
訪

【
昭
和
43
年
】
舞
鶴
市
青
年
使
節

団
訪
問
、
翌
年
ナ
ホ
ト
カ
市
青

年
使
節
団
来
訪

【
昭
和
44
年
】
舞
鶴
市
教
員
使
節

団
訪
問

【
昭
和
46
年
】
第
１
回
少
年
使
節

団
訪
問
。
平
成
２
年
ま
で
17
回

訪
問

【
昭
和
48
年
】
舞
鶴
市
医
師
使
節

団
訪
問
。
翌
年
ナ
ホ
ト
カ
市
医

師
使
節
団
来
訪

【
昭
和
53
年
】
❖
「
舞
鶴
市
民
日

ソ
親
善
の
船
」（
２
０
０
人
）
訪

問
❖
五
老
ヶ
岳
公
園
に
ナ
ホ
ト

カ
友
好
の
碑
を
建
立

【
昭
和
54
年
】「
ナ
ホ
ト
カ
市
民

の
船
」（
１
９
５
人
）
来
訪

【
昭
和
55
年
】
い
け
花
使
節
団
訪

問【昭
和
56
年
】
❖
提
携
20
周
年
で

京
都
府
・
舞
鶴
市
親
善
使
節
団

訪
問
❖
「
ナ
ホ
ト
カ
市
民
の
船
」

（
２
０
２
人
）
来
訪

【
昭
和
58
年
】「
ナ
ホ
ト
カ
市
民

の
船
」（
１
９
４
人
）
来
訪

【
昭
和
59
年
】
舞
鶴
市
幼
児
教
育

使
節
団
訪
問

【
昭
和
60
年
】「
ナ
ホ
ト
カ
市
民

の
船
」（
２
９
６
人
）
来
訪

【
昭
和
61
年
】
❖
「
提
携
25
周
年

訪
ソ
の
旅
」
訪
問
団
訪
問
❖
市

が
野
球
用
具
一
式
を
贈
呈
。
以

後
野
球
コ
ー
チ
訪
問
団
訪
問（
昭

和
62
年
、
平
成
９
年
）、
ナ
ホ

ト
カ
市
野
球
研
修
訪
問
団
来
訪

（
平
成
元
年
）、
ナ
ホ
ト
カ
市
少

年
野
球
訪
問
団
来
訪
（
平
成
６

年
）、
市
民
が
野
球
用
具
約
１
，

９
０
０
点
を
寄
贈
（
平
成
９
年
）、

舞
鶴
市
少
年
野
球
代
表
団
が
訪

問
（
平
成
11
年
）

【
平
成
２
年
】
舞
鶴
市
民
病
院
代

表
団
訪
問
、
翌
年
ナ
ホ
ト
カ
市

医
療
訪
問
団
来
訪

【
平
成
３
年
】
❖
提
携
30
周
年
で

舞
鶴
市
友
好
代
表
団
訪
問
、
平
和

記
念
像
を
贈
呈
❖
「
ナ
ホ
ト
カ
市

民
の
船
」（
３
７
６
人
）
来
訪

【
平
成
４
年
】
ナ
ホ
ト
カ
市
議
会

代
表
団
来
訪

【
平
成
７
年
】
ナ
ホ
ト
カ
市
児
童

合
唱
訪
問
団
来
訪

【
平
成
８
年
】
提
携
35
周
年
で
両

市
が
友
好
訪
問
団
を
相
互
派
遣

【
平
成
13
年
】
❖
提
携
40
周
年
で

舞
鶴
市
訪
問
団
訪
問
❖
ナ
ホ
ト

カ
市
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
訪
問

団
来
訪
。
翌
年
舞
鶴
市
少
女
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
訪
問
団
訪
問

【
平
成
15
年
】
ナ
ホ
ト
カ
市
少

年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
訪
問
団
来

訪
。
翌
年
舞
鶴
市
少
年
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
訪
問
団
訪
問

【
平
成
17
年
】
❖
ナ
ホ
ト
カ
市
少

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
訪
問
団
来
訪

❖
ナ
ホ
ト
カ
市
経
済
視
察
団
（
環

境
保
護
研
修
）
来
訪

【
平
成
18
年
】
❖
提
携
45
周
年
で

両
市
が
訪
問
団
を
相
互
派
遣
❖

舞
鶴
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
が
用
具
一
式
を
贈
呈

【
平
成
19
年
】
舞
鶴
市
少
女
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
訪
問
団
訪
問

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

平
成
11
年　

少
年
野
球
代
表
団

監
督

動
広
場
で
初
練
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
少
年
野
球
団
は
、
市
内

各
地
区
の
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

の
代
表
13
人
で
構
成
。
今
後
、

数
回
の
練
習
を
重
ね
、
ナ
ホ

ト
カ
市
を
訪
問
し
、
同
市
の

少
年
野
球
チ
ー
ム
と
試
合
を

行
い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の

谷
勝
く
ん
（
池
内
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
）
は
、「
は
じ
め
て
の

海
外
と
い
う
こ
と
で
不
安
も

あ
る
け
れ
ど
、
ナ
ホ
ト
カ
市

の
チ
ー
ム
と
の
試
合
は
楽
し

み
で
す
。
試
合
を
す
る
か
ら

に
は
勝
ち
た
い
で
す
」
と
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ー
ム
は
緊
迫
し
た
中
で
も
元
気

が
あ
っ
て
、
仲
間
を
励
ま
し
合

い
な
が
ら
戦
う
姿
勢
が
印
象
的

で
し
た
。
ナ
ホ
ト
カ
市
の
人
は
、

積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
れ
た

の
で
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
ま

し
た
。
言
葉
は
違
っ
て
も
同
じ

人
間
な
の
で
、
相
手
を
受
け
入

れ
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ナ
ホ
ト
カ
市
に
行
く
に
あ
た
っ

て
、
ロ
シ
ア
語
を
勉
強
す
る
な

ど
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

仲
良
く
な
っ
た
ナ
ホ
ト
カ
市
の

人
に
も
う
一
度
会
い
た
い
で
す
。

▲綱島彩さん（福知山
成美高３年）

平
成
19
年　

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
訪
問
団
団
員
（
青
葉
中
２
年

（
当
時
））

▲坂本武さん（下東）

昭
和
46
年　

第
１
回
少
年
使
節

団
団
員
（
由
良
川
中
３
年
（
当

時
））

受
け
入
れ
る
気
持
ち 

大
切
に

▲共同声明に署名をする佐谷市長（右）
とドウボフカ市長（左）

▲舞鶴市内の保育所を視察するナ
ホトカ市青年使節団

▲舞鶴市民の盛大な歓迎を受ける
「ナホトカ市民の船」

▲舞鶴野球連盟から実技指導を受けるナ
ホトカ市野球研修訪問団（平成元年）

▲舞鶴市児童合唱団とナホトカ市児
童合唱団のジョイントコンサート

▲西舞鶴高校とナホトカ市少年バレ
ーボール訪問団の親善試合

　1956年（昭和31年）に「日ソ共同宣言」が調印
され、日本とソビエト連邦（当時）は国交を回復しま
した。これにより両国の関係は新たな時代を迎え、経
済面においても対岸諸国との貿易が大きく注目されて
いました。
　このような中、平和な港湾工業都市を目指す舞鶴市
では、戦後の引揚船の出港地と寄港地という関係があ
ったことから、日本海を挟んで対岸のナホトカ市と貿
易を通じて親善を深め、日ソ両国の友好強化に寄与し
ようという機運が高まってきました。
　その後、同年に舞鶴市議会においてナホトカ市との
友好関係の拡大を期待する旨の決議が行われ、1961
年（昭和36年）６月に関係者の協力を得て、ドウボ
フカ・ナホトカ市長を舞鶴市に迎え、日本とソビエト
連邦との間では初めてとなる姉妹都市提携を実現しま
した。
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姉妹都市締結時の合言葉「日本海
を平和と友情の海に」を基礎とし
て、両市の友好の絆をより一層強
固なものとし、さまざまな分野で
交流を継続、発展させる。
両市の特徴である港湾施設を活用
した交流の拡大に努める。
両市の交流において市民が参画す
る機会を拡大する
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鶴
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ナホトカ友好の碑の前で記念写真（五老ヶ岳公園）

記念式典で舞鶴市・ナホトカ市姉妹都市提携50周年
共同宣言に署名し、握手を交わす多々見市長（右）と
コリャディン市長（左）（市内のホテル）
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守備練習を行う舞鶴市少年野球団
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先人からの友情 さらに強固に
姉妹都市提携50周年舞鶴市  ナホトカ市
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